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論　　文　　の　　要　　旨
　近年。直観主義数学に導来法則という論理上の概念を導入して直観主義の諸原理に新しい視点を
与えようとする試みが起ってきた。しかしヨ背景にある数学的体系が十分に明確でなかったのでヨ
この概念も明確なものではなかった。林氏は事形式的体系に対する証明論的観点から，導来法則の
概念を数学的に明確に与えてラ直観主義の諸原理を導来法則の概念のもとで再構成しヨ証明してい
る。モ’AならばB”の形の数学の定理においてヨE｛ならば”の論理的意味はラ直観主義ではあまり明
確ではない。これをヨ｛一Aが証明できる”ならば’｛Bが証明できる”という形に変形したものをヨt｛A
ならばB”の導来法則という。林氏はラ形式的体系としてヨ第2階（高階）の直観主義算術の形式
的体系HAS（HAH）を取り扱う。導来法則はヲ｛｛AがHAS（HAH）で証明される”ならばラーモBも
HAS（HAH）で証明される”である。同氏はヨ直観主義の諸原理の導来法則を証明するための方法
論上の核として次の様な重要な定理を与えた。すなわち吉直観主義算術の形式的体系Sにおける証
明の標準形定理。およびこの標準形定理をSの中で再び形式化して得られる形式化された標準形定
理である。これは林氏によるきわめて独創的な定理であり，彼の証明手法の核となっている。林氏
は基本的な原理として次の4っのものを取り上げている。（1）Ch雌chの原理：計算可能な関数は帰納
的である。この導来法則として、（1）＊一1；HA　Sの中で計算可能であることが証明できる関数は争
帰納的な関数であることがHA　Sの中で証明できる、（1）＊一2；閉区問上の実数値関数であることが
HA　Sで証明できる関数はヨその区問で一様連続であることがHA　Sで証明できる、が得られる。
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（2）Br㎝werの連続性の原理1任意のαに対して条件A（α，β）を満たすβが存在するとき，αに対し
てA（αヨβ）を満たすβを対応させる連続関数が存在する。この導来法則としてヨ（2）＊一1；（2）の事
実をHASの中で原始帰納的関数を用いて導来法則化できるヨ（2）L2；（M1ヨd。）は完傭可分距離
空間ラ（M。，d。）は可分距離空問であることがHAHで証明でき、しかもM。の各元xに対して，A
（xヨy）をみたすM。の元yが存在することがHAHで証明できるならばヨM。の元xにA（xヨy）
をみたすM。の元yを対応させる連続的選択関数が局所的に存在することがHAHで証明できる，
（2）し3；Heine－Bore1の導来法則ヨがある。さらに同氏はヨ（3）Bar－in砒ctionの原理：Bar－subsetを
持つ単調な自然数の有限列からなる集合はヨ自然数の有限列全体に一致するラと（4）Markovの原理：
任意のαに対してA（α，β）を満たすβが存在することが排中律を用いて証明できラしかもAV7A
が直観主義の中で証明できるならば、上の命題は直観主義の中で証明できる、とに対してもHAS（HAH）
の中での導来法則として証明している。これら4つの原理に対する導来法則のいくつかは，林氏と
同じ頃にラBees㎝ならびにHy1andによって証明されたがヨ林氏の証明はこれらとは独立のもので、
統一的方法論によるものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　林氏は第一に、導来法則という概念を証明論的に明確にした。さらに，直観主義算術の諸原理を
導来法則の形で証明するのに必要な，証明論的観点からの重要な定理を証明した。これはヨこの方
面の今後の研究のためのきわめて重要な基礎を開いたものであり高く評価される。さらにラ前記の
定理の応用としてラ直観主義算術における諸原理を導来法則の形で実際に証明しており。同じ頃、
同じような結果を出しているBees㎝やHy1狐dの証明法に比べてもヨ同氏の証明は明確な概念構成の
もとでの統一的視点から与えられておりヨその結果のみならず，証明方法も高く評価される。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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